
けられない場合（特別な理由があれば自施設にあっても可）、
②研究代表者が日精看会員であること、③日本精神科看護
学術集会での発表予定であることを条件に、1件5,000円で
申請できます。
研究者が安心して、安全に研究に取り組める環境づくりを支
援します。

看護実習指導者講習会

2026年度  看護実習指導者講習会
厚生労働省の看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインでは、実習を受け入れる看護単位には、実習指導者が 2名以上配置されている
ことが望ましいとされています。本講習会を修了することで実習指導者として届け出ることができます。講習会は、看護教育における臨地実習の
重要性および実習指導者としての役割を認識し、効果的な実習指導ができること、また、学生の特性を理解し、教育的配慮ができるように必要
な知識・技術を修得することを目的としています。
※日精看の看護実習指導者講習会は 2026年度の開催をもって終了いたします

●受講資格：①か②のどちらかを満たす方
①看護師養成所または准看護師養成所の実習施設で実習指導に携わっている方や今後携わる予定の方
②将来、実習施設で実習指導者になる予定の方

●構成および期間
・全課程は 210時間です。実 1～実 8の 8つの研修会をまとめて「看護実習指導者講習会」としています
（初回受講 2026年 8月15日（土）、最終受講 2027年 3月25日（木））

●開催方法
・オンデマンド配信（VOD）
・集合研修：日精看 東京研修会場

●申込方法
・受講料金：会員 134,200円／非会員 268,400円　※お支払いは一括となります
・申込期間：2026年 3月2日（月）より申込受付開始 　※定員に達した時点で締め切りとなります（定員60名）
・申込方法：「manaable（マナブル）」

●カリキュラム　※ VOD＝オンデマンド配信

研修会名No.
会員受講料
（非会員受講料）
税込価格

実1 1 15

1 15

1 15

3 45

2 30

2 60

1 15

1 15

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

教育の本質の基本知識、概念及び必要な理論を学ぶ。
・教育の本質、目的
・教育活動の特性

教育評価の基本知識及び必要な理論を学ぶ。
・教育評価の目的と方法
・講義・演習・実習評価の方法 等

実習指導案について理解し、教授方法を学ぶ。
・実習指導の方法
・実習評価の意義と方法 等

教育方法の基本知識及び必要な理論を学ぶ。
・授業形態、教育方法及び教材の活用
・教授一学習過程の理解 等

人間の健康、看護の考え方を多角的に学び、看護につ
いての視野を広げ、自己の看護観を明確にする。
・看護の機能と役割
・看護場面と看護観の再構成
・健康の概念と健康支援
・倫理的課題とその対応方法 等

実習指導の展開の実際を学ぶ。
・臨地実習指導の授業デザインと実習指導案作成
・授業デザインの作成（ロールプレイ）
・看護学実習指導デザイン作成とロールプレイ
・各デザインのロールプレイ
・まとめ

人間の発達と学習過程における心理的な特徴について
の基本知識及び必要な理論を学ぶ。
・成長発達に伴う学習者心理の理解 
・学習過程における心理 等 

看護師等養成所の各教育課程の概要を学び実習指導
につなげる。
・教育課程の基礎知識等
・2年課程通信制教育制度
・3年課程教育制度
・大学教育制度

VOD

VOD

VOD

VOD

VOD

VOD

集合研修

集合研修

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

2026年9月16日（水）～
2027年2月15日（月）

2026年8月15日（土）
～ 8月19日（水）
※5日間

2027年3月14日（日）～
3月18日（木） 
2027年3月21日（日）～
3月25日（木）    
※10日間

実2

実3

実4

実5

実6

実7

実8

単位数 時間数 開催方法 授業内容日程

教育原理

教育方法

教育心理

教育評価

看護論

看護教育課程論

実習指導方法論
（評価を含む）

実習指導方法演習

4,400円
（8,800円）

4,400円
（8,800円）

4,400円
（8,800円）

4,400円
（8,800円）

13,200円
（26,400円）

33,000円
（66,000円）

66,000円
（132,000円）

4,400円
（8,800円）

日本精神科看護学術集会

第51回日本精神科看護学術集会 in静岡

第33回日本精神科看護専門学術集会 in和歌山

主　題： AIと精神科看護～変化する医療現場と看護のこれから～
会　期： 2026年6月26日（金）～ 27日（土）
会　場： アクトシティ浜松（静岡県浜松市）　浜松駅から徒歩５分

会　  期 ： 2026年11月20日（金）～ 21日（土）
会　  場 ： 和歌山城ホール（和歌山県和歌山市）　南海和歌山市駅よりバス約8分／ＪＲ和歌山駅よりバス 6分

一般演題 (実践報告・研究 )、一般公募企画

受付期間： 2026年4月1日～ 5月31日           

参加費：【事前申込】会員＝13, 200円／非会員＝ 26,400円（税込）
【当日申込】会員＝ 15,400円／非会員＝30,800円（税込）

「一般演題A」から「一般演題」へ
・ 投稿区分の変更：「実践報告」または「研究」となりました。
・投稿規程、および執筆要領が改訂されています。それぞれ
の区分の違い、必要な内容や書き方、引用文献の記載方法
をAPA方式に変更することなどが記載されています。

「一般演題B」から「一般公募企画」へ
・選考方法を募集要項に明示しました。
・たんなる自主企画で終わらせないために類似した企画が少
ないことや、新規性 (新奇性 )が高い企画、これまで実施さ
れていない企画などを積極的に採用いたします。

日本精神科看護協会では、安心して研究を進められるよう、
研究倫理審査を実施しています。文部科学省・厚生労働省
などの指針や、日本医学会連合、日本看護協会の倫理指針
に基づき、研究対象者の人権保護や安全確保、利益相反の
確認を行います。
対象は、①会員所属施設に倫理審査委員会がなく審査が受

現場で必要な課題について共同研究するための、実践者と
研究者の出会いの場を提供しています。両者がマッチして共
同研究をすることで、正確な手法による研究成果を、学術集
会等で発表し、質の高い看護が社会に還元されることにつな
げられます。ぜひ、ご活用ください。
利用には、manaable（マナブル）への登録とGoogleアカウ
ント(gmail)が必要です。

● 一般演題Aと一般演題Bの呼称などが変わりました

● 研究倫理審査

● 共同研究マッチング

本学術集会では、精神科看護におけるAIについて考えます。
ヘルスケアAI、看護工学、ロボット介護（介護テクノロジー）の最新情報を知り、その活用や今後の展望について紹介します。
業務支援やケアの質向上に向けてAIに委ねることは何なのか、さらに人間に求められることは何なのかを考える機会とします。

※精神科認定看護師実践報告は 2026年度より廃止しました。
※精神科認定看護師で研究発表や実践報告をお考えの方は、一般演題への演題登録をお願いします。

申込方法等の詳細は
日精看オンラインでご確認ください。
jpna.jp/education/academic

※オンデマンド配信（VOD）は株式会社ネットラーニングの e-ラーニングを使用します
※実 1～実 8の研修会を修了した方には受講証明書を発行し、「看護実習指導者」として登録されます
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